
ニッスイグループは自社の環境憲章で

生物多様性の保全を掲げています。

この表紙では、ニッスイグループの

経営の根幹である海の世界と、そこで活動する

多様な生き物たちを表現しています。

豊かで持続可能な海を守り、未来へと継承していく、

私たちの決意を込めました。

FSC® 認証紙と植物油インクを採用しています。
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鮮魚・水産加工品の
製造販売

1次加工 2次加工 販売漁獲

2019年度売上高
6,900億円

2019年度売上高
6,900億円
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この報告書は、ニッスイグループのCSRに関する取り組みについて、
ステークホルダーの皆様に向けてお伝えすることを目的として編集
しています。

報告対象期間
2019 年 4 月 1 日～ 2020 年 3 月 31 日の活動を中心に掲載してい
ます。ただし、過去の経緯やデータ、最近の事例を示すことが適当
である場合は、この期間以外のものを報告しています。

報告対象組織
日本水産株式会社（ニッスイ）と国内外のグループ会社を対象とし
ています。環境データは、国内については環境負荷低減活動報告
の対象範囲としている日本水産株式会社（ニッスイ）および国
内グループ会社（持ち分会社 5 社含む）の合算値、海外について
は海外グループ会社主要 9 社の合算値となります。人事データは、
日本水産株式会社（ニッスイ）個別の値となります。

参考としたガイドライン
GRI (Global Reporting Initiative)「サステナビリティ・レポーティング・
スタンダード 2016」、環境省「環境報告ガイドライン 2018 年版」

作成部署・連絡先
日本水産株式会社 CSR 部 CSR 課 
〒 105-8676 東京都港区西新橋 1-3-1 西新橋スクエア　
FAX：03-6206-7080 
E-mail：csr@nissui.co.jp

サステナビリティレポート2020 は当社 WEB サイトにも掲載して
います。

URL： https://nissui.disclosure.site/ja/themes/121
英語版 URL： https://nissui.disclosure.site/en/themes/121

ニッスイグループの概要

会社概要（2020 年 3 月末現在） ニッスイグループの事業
事業別売上高

地域別売上高

目次 編集方針

社名

本社所在地

創業

設立

資本金

主な事業

従業員

日本水産株式会社

〒105-8676　
東京都港区西新橋 1-3-1 西新橋スクエア

1911（明治44）年

1943（昭和 18）年

30,685 百万円

水産事業：
水産物 ( 生鮮魚・冷凍魚・油脂〈魚油〉・
ミール〈飼料〉）の漁獲・養殖・買付・加工・
販売

食品事業：
冷凍食品、缶詰・びん詰、その他の加工
品（フィッシュソーセージ・練り製品・ 
チルド食品・調味料）の開発・製造・販売

ファインケミカル事業：
一般医薬品、医薬原料、健康食品の製造・
販売

物流事業：
冷凍・冷蔵保管、冷凍・冷蔵貨物の運搬

9,247 名（連結）1,233 名（個別） 

ベーリング海の水産資源にグ
ループ企業などと連携しアクセス

※白身魚事業の例

獲れたての魚を洋上または陸上
で速やかに加工

すりみやフィレとなった魚を食品
に加工

日本、北米、ヨーロッパなど世
界各地のマーケットへ

1	 ニッスイグループの概要
会社概要／ニッスイグループの事業／編集方針	

3	 トップメッセージ	

5	 ニッスイグループのサステナビリティ

7　　　 ニッスイグループの重要課題

7	 重要課題

	� 豊かな海を守り、持続可能な水産資源の利用と
調達を推進する

● サプライチェーン

11	 重要課題

	 安全・安心で健康的な生活に貢献する

15	 重要課題

	� 社会課題に取り組む多様な人材が活躍できる
企業を目指す

19	 環境・社会への貢献活動	

21	 コーポレート・ガバナンス強化の取り組み

NISSUI GLOBAL SUPPLY CHAIN

■ 食品事業
3,372 億円 , 48.9%

■ ファインケミカル事業 
270 億円 , 3.9%

■ 物流事業
165 億円 , 2.4%

■ その他
195 億円 , 2.8%

■ 水産事業
2,895 億円 , 42.0%

■ 南米
95 億円 , 1.4%

■ 北米
901 億円 , 13.1%

■ アジア
36 億円 , 0.5%

■ ヨーロッパ
915 億円 , 13.3%

■ 日本
4,951 億円 , 71.8%

https://nissui.disclosure.site/ja/themes/121
https://nissui.disclosure.site/en/themes/121
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Top Message

日本水産株式会社
代表取締役  社長執行役員　
最高経営責任者（CEO）

的埜  明世

近年、今までに経験したことがない地球規模での自然災
害が発生しています。さらに新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）の拡大は私たちの日常を一変させ、世界中
の人々の生活に大きな影響をもたらしました。気候変動や
感染症のみならず、多くの社会課題を抱える世界において、
企業は、取り巻く環境との共存のため、一つひとつの課題
に真摯に向き合い解決に導くことが求められています。
私たちニッスイグループは、「水産資源の持続的利用と
地球環境の保全に配慮し、水産物をはじめとした資源か
ら多様な価値を創造し続け、世界の人々のいきいきとし
た生活と希望ある未来に貢献する」ことを経営方針とし、
事業を通じて社会課題の解決に取り組んでいます。

水産資源の持続的な利用
ニッスイは、水産事業をグローバルに展開する企業が参画

するSeaBOS（持続的な水産ビジネスを目指すイニシアチ
ブ）の一員として活動を進めています。海洋環境および水
産資源の保全と持続的な利用を科学的アプローチにより進
めるSeaBOSの考え方に賛意を表明し、環境と調和した
水産ビジネスの実現に向け取り組みます。多種多様な課題
が存在する中、過去からの経験や勘のみに頼ることなく、
異なる国々の科学者と企業が科学的根拠に基づき協力し
合うことで、必ず課題は解決に向かうと確信しています。

プラスチック問題への取り組み
国内ではレジ袋の有料化をきっかけに、プラスチック問題
に対する関心が高まっています。ニッスイグループは、プ
ラスチック問題に対する基本方針を2020年 2月に制定し、
ステークホルダーの皆様とともに、豊かな海を守ることを
表明しました。海洋プラスチックをはじめとする地球環境

問題の解決に向け、事業を通して容器包装の見直しや、
漁具の海洋流出防止に取り組みます。

健康経営と新しい働き方
2020 年 3月には、事業の柱でもある魚やEPAに着目し
た従業員の健康づくりと休暇取得や労働時間の適正化の
推進が評価され、「健康経営銘柄」に2年連続で選定さ
れました。ニッスイグループは、従業員が最も大切な財
産であると考え、一人ひとりが能力を十分に発揮できる姿
と従業員とその家族の生活の質の向上を目指した健康経
営を推進しています。また、新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）の拡大の中、従業員一人ひとりの健康が企
業を支えていることを再認識するとともに、従来の働き方
を大きく見直す機会にもなりました。働く場所や時間に制限
を設けず、多様な人材がいきいきと能力を発揮できる環境、

制度を整えることで、イノベーションを生み出し、新しい
価値の創造につなげていきます。

サステナブルな未来へ向けて
海の恵みを生かした食をお客様にお届けする企業として、
安全・安心や美味しさはもちろんのこと、健康や環境問題
への対応など、社会課題の解決につながる製品・サービス
を開発し提供していくことがニッスイグループの使命と考
えます。これからも、ステークホルダーの皆様とともに社
会課題の解決に取り組み、世界の人々のいきいきとした生
活とサステナブルな社会の実現に貢献してまいります。

代表取締役  社長執行役員　
最高経営責任者（CEO）

ステークホルダーの皆様とともに
社会課題の解決に取り組み、
サステナブルな
社会の実現を目指します

トップメッセージ

中期経営計画の主要戦略
中期経営計画MVIP＋2020では、MVIP2017を踏襲しながら、CSR経営を
さらに進化させて、売上や利益のみならず、事業を通じた社会課題への取り組
みの強化により企業価値向上に努めていきます。

中期経営計画MVIP ＋ 2020
ニッスイグループは、2020 年度を達成年度とする中期経営計画を策定。
独自の技術を活かして持続可能な水産資源から世界の人々に健康を届けていきます。

Make Value through Innovative Plan
私たちはイノベーションを通じて価値を創り出します

Most Valuable Impressive Player
一人ひとりが社会や会社にとって価値ある存在、
共感を持たれる存在でありたい

[MVIP ＋ 2020]
（2018 ～ 2020）

研究・開発

品質保証・CSR

事業境目領域での
融合・連携を強化

MVIP2017 新しい価値

ライフスタイルの変化に対応

海外展開

ひとつ上のステージに向けた取り組み
食品事業 水産事業

技術力・経営基盤強化

社
会
課
題
へ
の
取
り
組
み
（
C
S
R
）

ファインケミカル事業
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Sustainability

CSR 行動宣言
制定日：2016年 3月22日

私たちニッスイグループは、地球や海に感謝
し、創業時より受け継ぐ5つの遺伝子（使命感、
イノベーション、現場主義、グローバル、お
客様を大切にする）から多様な価値を創造し、
事業を通じて社会の課題解決に取り組みます。

創業の理念

水の水道におけるは、水産物の生産配給における理想である。

ニッスイグループのサステナビリティ
ニッスイグループは創業以来、様々な自然の恵みを活用して事業を行ってきました。
創業の理念、経営の基本方針に掲げるサステナブルな事業活動は、私たちの重要な使命です。

経営の基本方針

私たちは、水産資源の持続的利用と地球環境の保全に配慮し、水産物をはじめとした資源から、
多様な価値を創造し続け、世界の人々のいきいきとした生活と希望ある未来に貢献します。

マテリアリティ（重要課題）

様々な社会課題の重要度を、ニッスイグループの事業および
ステークホルダーの観点から分析し、2016 年に 3 つのマテリアリティ（重要課題）を
特定しました。CSR 行動宣言に基づき、ステークホルダーの皆様との連携・協働のもと

重要課題に取り組み、事業を通じた社会課題の解決を目指します。

環境

・�私たちは、環境負荷の低減および自然環境
と生物多様性の保全に努めます。

・�私たちは、地球や海の恵みを受けて事業を
営んでいることを心にとめ、資源の持続的
な利用に努めます。

株主

・�私たちは、株主への情報開示に努め、健全
で透明な経営を行います。

・�私たちは、安定的に成長し続けることで企業
価値を高め、株主への適正な還元を行います。

社会

・�私たちは､ニッスイグループの知見や技術を
通じ、地域社会の発展と次の世代の育成に
努めます。

・�私たちは、世界各地の文化や習慣を尊重し、
事業の発展とともに地域社会の活性化に貢献
します。

従業員

・�私たちは、高い倫理観を持ち、社会規範に則っ
て行動し、より信頼される企業を目指します。

・�私たちは、多様な価値観や個性を尊重し、
互いを磨き合う中でチームワークの発揮に
より成長し続けます。

ビジネスパートナー

・�私たちは、ビジネスパートナーとの公正で
公平な関係を維持します。

・�私たちは、ビジネスパートナーと相互の信
頼関係を築き、共に持続可能な社会を目指
します。

・�私たちは、安全・安心で、お客様にとって価
値ある品質の商品をお届けします。

・�私たちは、海の恵みを活かし、イノベーション
により、食の美味しさや楽しさと健やかな
生活をお届けします。

お客様

食品事業

ファイン
ケミカル

事業

水産事業

お客様を大切にする
企業として社会的責任を果たし、

ブランド価値を向上します。

イノベーション
起業家の志を持って、様々な
イノベーションに取り組む。

グローバル
水産物をはじめとした資源から

グローバルバリューネットワークを
構築する。

使命感
地球や海の資源を持続的に

有効活用し、環境を大切にする。

現場主義
研究開発とマーケティングを
重視し、生活者視点に立った
価値と機能の創造を目指す。

ニッスイの遺伝子 ニッスイの事業

ステークホルダー お客様／ビジネスパートナー／環境／社会

豊かな海を守り、持続可能な
水産資源の利用と調達を推進する

● 海洋環境の保全　● 海洋プラスチック　● 水産資源の持続可能性
● 生物多様性の保全　● CSR 調達　● 環境マネジメント　● 環境負荷低減

ステークホルダー お客様／ビジネスパートナー／環境／社会

安全・安心で健康的な生活に
貢献する

●豊かな暮らしのための研究開発　●安全・安心の考え方と体制
●安全・安心を届けるための取り組み　●フードロス削減

ステークホルダー 従業員／社会

社会課題に取り組む多様な人材が
活躍できる企業を目指す

● ダイバーシティ　● 働き方改革　● 女性活躍　 
●シニア・障がい者・外国籍者雇用　● 人材育成　●労働安全　● 健康経営
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Key Issue

環境と人権に配慮した持続可能な調達へ私たちの  挑戦
▼

担 当 者 の 声

SDGs目標14として、海と海洋資源を守り、持続可能な利用を
促進するというグローバルな取り組みが始まっています。気候変
動やIUU（違法・無報告・無規制）漁業による、水産資源の枯
渇も懸念され、海の恵みを受けて事業を営むニッスイグループ
にとって、水産資源の保全と持続的な利用は喫緊の課題です。

資源状態を確認した水産物の取り扱いや、環境負
荷の低い養殖技術の開発を進め、中長期のサ
ステナブルな事業構築が必要です。ASC・
MSC・MELなど水産エコラベル認証の取
得、海洋へのプラスチック流出削減など、
海洋環境の課題に幅広く取り組むこ
とで、多くのお客様へ安定的に世界
の水産物をお届けしたいと考えて
います。

メーカーである私たちは、
お客様にお届けする全て
の商品と、その原材料の
調達に責任を持たなけれ
ばなりません。安全・安心
であることはもちろん、
サプライチェーン上のどの
段階でも、人権や環境に問
題のないことが必要です。
このため、ニッスイグループ調達基本方針を策定し、サプ
ライヤーの皆様にご協力をいただきながら、2018年から具
体的な取り組みを開始しました。まだ、取り組みの緒に就い
たばかりですが、2030年には海外を含むグループ全体にお
いて方針に基づく調達が実施されていることを目指します。

2030年の目指す姿

調達する水産物の持続可能性が
確認されている状態とする

CSR調達基本方針に基づく調達
が実施されている状態とする

2021年に2回目の調査結果を発表、3年ごとに
調査を継続、リスクがある資源への対応

マイルストーン

マイルストーン

マイルストーン
2025年までに一次サプライヤーの確認を終了

国内ニッスイグループにおける中長期目標の達成

● 水産資源の持続可能性

● CSR 調達

● 環境負荷低減

およそ10年にわたって水産資源の持続可能
性に関する研究を担当し、ニッスイとして持
続可能性を追求する取り組みに深く関わって
きました。定期的な水産物の取り扱い調査の
実行が決まったときには、これがニッスイグ
ループの持続可能性向上策の柱になると確信
したことを覚えています。今、担当者として

最も達成感を感じるのは、取り扱い調査に
よって具体化された課題への対応策が見つか
り、関係者と協力して実際にその課題が解決
できたときです。ひとつ課題が解決されるた
びに、2030 年までに水産資源の持続可能性
に関するCSR調達を実現するという目標に近
づいていることを実感しています。

使用水［2015年度比］

-10%2023年度
（原単位）

CO2［2015年度比］

-15%2030年度
（原単位）

廃棄物［2015年度比］

-5%2023年度
（原単位）

2030年度

ゼロエミッション率

99%全ての
事業所で 以上

フロン漏洩量

1,0002023
年度

t-CO2/
年未満

田中  輝
執行役員  養殖事業推進部担当

松島  和浩
執行役員  食品事業副執行
サプライチェーンマネジメント部担当

 ■ 心配ない
1,333,301トン, 
88%

 ■ 心配ある

心配ある・不明のうち
■ 資源回復計画あり

10,878トン,0.7%
 ■ 資源調査ないが

網目規制や操業期間の
制限がある

37,820トン,2.5%
 ■ 漁業管理の有無不明

132,666トン,8.8%
 

51,018トン, 3%
 ■ 不明

130,345トン, 9%

天然魚
  1,514,665トン

■ 認証品
37%

2030年ゼロ実現！

ニッスイグループが調達した天然魚の資源状況（2016年）

■漁獲量が生物学的に持続不可能な水準にある資源　
■漁獲量が生物学的に許容される水準内にある持続可能な資源

100

（％）

80

40

60

20

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

出展：FAO.2018 を
基に当社加工

2015（年）
0

過度な漁獲

十分な漁獲

低度の漁獲

世界の海洋漁業資源の動向

世界の水産資源は枯渇化が進んでおり、国連食糧農業機
関（FAO）の報告書によると、漁獲量が生物学的に持続
不可能な水準にある資源は33％とされています。
私たちは、中長期的な事業のリスクやチャンスを捉えるた
め、水産資源の状況を把握することが重要だと考えてい
ます。そこで、グループ会社（国内28社、海外16社）
が2016年に調達した天然魚の資源調査を行いました。
調査の結果、調達品の88%は資源状態の心配がなく、
37%は水産エコラベルの認証品であることが分かりました。
また、心配ある資源と判断された水産物は、取引量を現
状より増やさないこととし、一部の不明な資源に関しては、
NGOや研究機関と調査について協議しましたが、その実現
には至っておらず、今後も検討を続けます。管理されて
いないことが明らかな資源や不明な状態が継続する資源、
さらに IUU（違法・無報告・無規制）漁業や強制労働が
疑われる場合には、取り扱いません。

今後も資源状況の調査を定期的に行い、リスクとチャン
スを見極めて対策を検討し、「2030年までにニッスイグ
ループの調達する水産物について持続性が確認されてい
る」状態を目指します。
現在、2019年1月～12月を対象に、2回目となる資源
状態の調査および分析を行っています。
また、前回調査で37％であった水産エコラベル認証品は
商品品目・取り扱い重量を増やしていく予定です。

豊かな海を守り、
持続可能な水産資源の利用と

調達を推進する

>> 　

ニッスイグループの重要課題

永野  一郎
中央研究所　養殖基盤研究室

水産資源調査に関するステークホルダーダイアログ

�ニッスイグループが
取得している
水産エコラベル認証は
こちら

�資源調査のプロセス
と結果はこちら

水産資源調査の継続実施

挑戦1
▼

https://nissui.disclosure.site/ja/themes/170
https://nissui.disclosure.site/ja/themes/87
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ニッスイグループでは、取り扱う水産物の持続可能性が確認できており、使用する原材料の全て
について、環境と人権に配慮されたものであることを目指しています。このため、人権方針の策定
を進め、人権デューデリジェンスに取り組みます。さらに、全ての事業において、この状態を実現
する包括的な機能として、CSR 調達の推進体制を強化します。
また、現在進めている 2019 年の取り扱い水産物資源調査では、ステークホルダーとの対話を 
行い、具体的なアクションプランを立てて課題解決に向けた取り組みを進めてまいります。

担 当 者 の 声

[ 略歴 ]
日本の沿岸漁業における資源管理型漁業や共同経営事例などを研究した後、2008 年、ＷＷＦジャパン自然保護室に水産オフィサーとして入局。
持続可能な漁業・水産物の推進をテーマに国内外の行政機関や研究者、企業関係者といったステークホルダーと協働のもと水産資源および
海洋保全活動を展開。2019 年株式会社シーフードレガシー入社。「IUU 漁業対策フォーラム」コーディネーター。

CSR 調達において、サプライヤーの理解・協力は不
可欠です。サプライヤーとのコミュニケーションや情
報収集の正確性向上といったプロセスが組み込まれ
た推進体制は評価できます。ただし、その目指すと
ころが「水産資源とともに人権を尊重した持続可能
な調達の推進」であることを考えると、ニッスイ
グループ調達基本方針における環境や人権の位置
付けが不明瞭です。これらについては課題に特化
した方針を別途立て、なおかつ具体的なアクション
プランを加えることが望まれます。
水産物の資源状態調査では、2030 年までという具
体的な目標設定を評価します。また、客観的な評価
指標が採用できるよう、包括的な調査・分析を行っ
ていることはユニークで素晴らしいです。透明性の

ある情報開示を実施している点も、ステークホルダー
との中長期的な連携のための重要なステップと考え
ます。今後、継続的な調査の実施と、手法改善が可
能なプロセスの構築を行い、さらなる発展へとつな
げてください。
最後にステークホルダーダイアログについて申し上
げます。第 1 回からお招きいただき、回を重ねるご
とに取り組みが充実していく様子を近くで感じてき
ました。いよいよニッスイグループとして、その内容
や実施方法を改善する時期に来ているのではないで
しょうか。2030 年の目標達成に向け、NGO・NPO
などのステークホルダーを有機的なパートナーとし
て、ともに計画を実施するような関係性を築くことが
必要です。

株式会社シーフードレガシー上席主任
水産政策審議会資源管理分科会特別委員
水産研究・教育機構 SH“U”N プロジェクト外部レビュー委員
岩手大学農学部 非常勤講師
法政大学大学院 公共政策研究科 兼任講師

山内  愛子氏2030 年に向け、
ステークホルダーとともに
CSR 調達の次のステップへ

ニッスイグループの重要課題である水産資源の持続可能性、
CSR 調達について、外部有識者より、取り組みに対する評価、
今後の課題などのご意見をいただきました。

津島  皇史
購買担当　八王子総合工場　冷凍食品工場

CSR 調達は、これから最も力を入れて推進す
るマテリアリティの取り組み課題の一つです。
商品のベースとなる原材料の購入に関わるの
で、購買担当者として大きな使命感を持って
います。
原材料が工場に納品されるまでの行程を遡り、
取引先とニッスイの双方にメリットが得られる
仕組みづくりを目指します。すぐに最善の状態

にできなくても、その時点でより良い進め方が
見つけられるよう、取引先の方からも有意義な
提案や協力をいただいています。
CSR 調達は、単なるモノの流れではなく、信
頼関係の上に成り立つ人と人とのつながりであ
ると考えます。1 社では解決できない課題も皆
で知恵を出し合うことで、持続可能な将来に　
つながる活動を進めたいと思っています。

水の使用量
（千㎥）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

4,577

■国内
■海外
（総量）

4,921
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2015年度 201９年度

6,484

CO2の排出量（注）
（ｔ-CO2）
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廃棄物の発生量
（ｔ）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2015年度 201９年度
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（注）：国内の電力の CO2 排出量は電気事業者の CO2 排出係数を使用し算出。海外に関しては I EA（国際エネルギー機関）が発表している各国の CO2 排出係数平均を使用し算出。

水、CO2、廃棄物を重要 3 指標とし、国内の中長期目標を
策定、環境負荷低減に取り組んでいます。SDGs、パリ協定、
循環型社会の実現など、地球規模で示される様々な持続可
能性のビジョンに対し貢献していきます。

その他の調達に関する取り組みはこちら

2030 年までにニッスイグループの調達品について持続可
能性が確認されていることを目指しています。
原材料の調達では、資源の持続と労働における人権課題の
解決が求められています。全てのサプライヤーとの協働によ
り、環境と人権に配慮した持続可能な調達を推進します。
そのため、2017 年に①調達原則 ②遵法・調達倫理 ③環
境配慮 ④人権配慮 ⑤お取引先との協働 からなる「ニッ
スイグループ調達基本方針」を策定しました。
2018 年よりサプライチェーン上での環境と人権リスクを
確認するため、3 つのチェックシートを活用して、現状の
把握を進めています。リスクがあると判断される場合には
一緒にその状況を改善していきます。初めてニッスイ CSR
購買取り組みセルフチェックシートにご回答いただくお取
引先には、外部講師による講演および、ニッスイグループ
の方針をご理解いただくため、説明会を実施しています。

CSR 調達の推進

挑戦2
▼

環境負荷低減

挑戦3
▼

３つのチェックシート
�ニッスイCSR購買取り組みセルフチェックシート
　お取引金額が多い、依存度が高いなど、ニッスイグループにとって
　関係性の深いサプライヤーが対象

�新規サプライヤー向けCSR購買取り組みチェックシート
　これからニッスイとお取引を行うサプライヤーが対象

�簡易チェックシート
　既にお取引のある、全サプライヤーが対象

有識者からの提言

さらなる飛躍のために ◎有識者提言を受けて

2019 年度国内結果（2015年度比） 
89.3%（原単位）

2019 年度国内結果（2015年度比）
86.0%（原単位）

2019 年度国内結果（2015年度比）
92.2%（原単位）

https://nissui.disclosure.site/ja/themes/107
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塩分ひかえめ技術や水産物の機能性成分の
研究で人々を健康に

私たちの  挑戦
▼

担 当 者 の 声担 当 者 の 声

安全・安心で健康的な
生活に貢献する

>> 　

ニッスイグループの重要課題

パセリの成分を使った
ニッスイの塩分ひかえめ技術
塩味の強さ（官能値）

減塩前 50％
減塩

塩分ひかえめ
技術

0

50

100
パセリに含まれる
有効成分アピイン

“ スケソウダラの「速筋タンパク」を食べると「速
筋」が増える”、初期のころは冗談のような話だと
言われてきましたが、長期にわたる基礎研究やヒ
トの臨床試験の結果、筋肉（特に速筋）が増える
ことを確認でき、社内外で評価を受けるエビデン
スレベルまで発展させることに成功しました。
現在は、水産、食品、ファインケミカル事業部

が協力し、スケソウダラの価値向上を目指して
「速筋タンパク」の研究情報を発信しています。
たんぱく質ブームの後押しもあり、多数のメ
ディアに取り上げられ、一般の方々の認知も上
がり始めました。今後も活動を継続し、筋肉を
増加させるためにスケソウダラを食べていただ
ける方を増やしていきたいと考えています。

内田  健志
食品機能科学研究所  機能性素材開発課

社会の高齢化や健康志向により、「減塩」のニーズが高まっ
ています。課題は、加工食品の製造や調味工程で食塩量を
減らすと、美味しさが損なわれてしまうことです。
ニッスイでは、コクのあるうま味を感じさせる成分や、塩
味とうま味を増強する成分、苦味や酸味を包んで感じにく
くする成分に着目した味覚研究に取り組んでいます。食塩
の代替物質「塩化カリウム」の欠点である苦味を抑制する
素材としてパセリエキスを見出し、しっかりとした塩味が
感じられる「塩分ひかえめ技術」を確立しました（特許第
5952832号）。この技術を活用し、塩鮭などの水産品や、
ちくわ・フィッシュソーセージ・鮭ほぐし瓶詰などの加工食
品で減塩商品を展開しているほか、家庭で簡単に減塩調理
ができる万能調味料「美味減塩」を開発しました。今後は、
減塩商品のさらなるカテゴリー拡大を目指します。またこの
塩分ひかえめ技術以外に、様々な食品の美味しさの向上に
応用が可能な「コク味アップ技術」も生み出しました（特
許第 6530543 号）。

塩分ひかえめ技術は
こちら


塩分ひかえめ技術を活用した
「減塩 50％ さけあらほぐし」

「わが家の麺自慢 ちゃんぽん」
( 家庭用冷凍食品 )のコクのあるうま味に
着目し「コク味アップ技術」を開発



加齢や生活習慣による筋肉の減少は、現代の日本人が抱え
る健康課題です。そのような中、筋肉維持に対する注目度
が上がり、たんぱく質摂取の需要も拡大しています。ニッ
スイは、2009 年からスケソウダラの速筋タンパクの有用性
研究を開始し、現在では15 の研究施設と協働しています。

良質なたんぱく質 
筋肉などの栄養となるたんぱく質の「質」（体内での利用率）
を比較評価し、速筋タンパクが卵と同等以上に良質である
ことを明らかにしました。卵のたんぱく質は 94％（小麦：
40％）が利用され、卵と同等以上の質を持つ速筋タンパク
は、97％程度利用されることが示唆されました。

「速筋」を増やす効果

基礎研究では、速筋タンパクを食べると運動後と同様に
筋肉が活性化し、筋肉のうち、瞬発力を司る「速筋」が
特に増加することを発見しました。ヒト試験では、高齢
者（年間1％程度筋肉が減少）が、速筋タンパク4.5ｇを3
カ月間食べ続けた場合、筋肉全体の増加（平均0.9%増加）
や、速筋の増加が示唆されています。

日本人の食塩摂取量が多いことは大きな健康課
題です。過剰摂取が脳卒中、胃がんなどの疾病
リスクを高めるため、世界中で減塩の動きが高
まっています。実は食塩摂取の大半は調味料で
はなく、加工食品由来です。中でも水産加工品
は高塩分イメージが強いことから、私たちは香
りや味覚に関する基礎研究をスタートさせまし

た。塩味を強く感じさせる成分や、
減塩していても美味しさを損

なわない製法の開発と実用
化に取り組んでいます。

高齢化社会の課題としてフレイル・サルコペニ
ア（注）に着目しています。スケソウダラの速
筋タンパクの研究では、「速筋を食べることで
速筋が増える」という一見常識外とも思わ
れる仮説の実証を進め、「おさかなミンチ」
など商品開発にも着手。個人の QOL（生
活の質）向上、さらには国の社会保障費
抑制の一助になればと考えます。
EPA については 40年以上前、イヌイットの
疫学調査をきっかけに千葉大学とともに研究を開始しました。その後、
持田製薬（株）と医薬品の共同開発に成功し、以来、循環器系疾患
の治療・予防に貢献してきました。酸化されやすい EPA の安定化技
術を磨き開発した特定保健用食品なども、中性脂肪の気になる方々
の健康維持に寄与しています。山下  伸也

執行役員  
技術開発部・商品開発部・
中央研究所・食品分析部担当

関口  洋一
取締役  常務執行役員
ファインケミカル事業執行

（注）：�フレイルとは、加齢により心身が衰えた状態。サルコペニアとは、加齢や疾患により筋肉量が減
少し、身体機能が低下すること。

食塩を減らすと塩味が弱まり、甘味やうま味の
バランスも崩れて美味しさが損なわれてしまい
ます。これを解決するために、「しっかりと塩味
を感じさせることができる」新しい味の成分を
パセリから発見しました。様々な食品素材を集
めて一つひとつ味を比べ、分析を繰り返し、よ
うやく美味しい減塩食品の決め手となる成分に
たどり着いたこと、それを様々な商品に応用で

きたことはとてもうれしく、充実した経験とな
りました。現在は、嗅覚研究の最先端であるレ
トロネーザルアロマ（注）研究に取り組み、喫
食中の口腔内における香りのリアルタイム変化
を分析しています。これからも味覚・嗅覚研究
分野の最新手法を取り入れながら研究を深め、
美味しく健康的な商品を生み出していきたいと
思っています。

（注）：�飲料や食品を口に入れて咀嚼したときに香り成分が揮発し、飲み込むときに、喉から鼻に抜けて感じる香りのこと。
土屋  佳奈子

中央研究所  水産食品研究室

味覚研究
塩分ひかえめ技術

挑戦1
▼

機能性成分・素材に関する研究
スケソウダラ速筋タンパクの筋肉増加効果

挑戦2
▼

被験者の除脂肪量（注）の増減
（kg）
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（注）：筋肉量の増減の指標
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https://www.nissui.co.jp/corporate/rd/research/food/mikaku.html
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担 当 者 の 声

近年、人々の多様な生活スタイルに合わせた
様々な形態の機能性食品が増えています。その
ような中、現代人に不足する EPA を日常生活
の中で継続して摂取していただくためにはどの
ような品質づくりが必要かを考え、技術開発に
取り組んできました。EPA を含む魚油は酸化し
やすく魚特有のにおいがあり、食品に高濃度に
配合するには高度な技術が必要です。どのよう

な食品にも簡単に添加できるわけではありま
せんが、今後は、食事・運動など普段の生活
シーンに溶け込めるような自然な風味を生か
した商品づくりに力を入れていきたいと思って
います。また、将来的には、ニッスイの技術
を用いた「美味しく続けて摂取できる EPA
商品」を日本国内だけでなく海外のお客様に
もお届けすることを目指していきたいです。

坂本  紘子
食品機能科学研究所　製品・技術開発課　課長

[ 略歴 ]
1975年千葉⼤学医学部卒業。千葉⼤学医学部附属病院、国⽴柏病院等に勤務。1996年千葉⼤学医学部内科学第⼆講座医局⻑。1998年から
2014年まで千葉県⽴東⾦病院院⻑。2014年から 2015年千葉県病院局理事・千葉県循環器病センター理事。2013年より⼀般社団法⼈⽇本
慢性疾患重症化予防学会（ＪＭＡＰ）代表理事。2020年、春の叙勲で瑞宝⼩綬章を受章。

医学博⼠
⽇本内分泌学会内分泌代謝科専門医
⼀般社団法⼈⽇本慢性疾患重症化予防学会（ＪＭＡＰ）代表理事

平井  愛山氏国の健康医療政策と連動させた、
効果的なマーケティング戦略を

ニッスイグループの重要課題である豊かな暮らしのための
研究開発について、外部有識者より、取り組みに対する評価、
今後の課題などのご意見をいただきました。

塩分ひかえめ技術 
生活習慣病予防、特に糖尿病性腎症の重症化予防（透
析導入の予防）のための減塩実践の継続には、医療
機関による栄養指導だけでは不十分で、メーカーに
よる減塩食品の市場供給が大きな力となる。ニッスイ
は高度な技術を駆使し、食品の基本である、美味しさ・
うま味成分を特定しつつ、塩分の少ない食品を開発し、
市場へ供給している点を高く評価する。

スケソウダラ速筋タンパクの筋肉増加効果
高齢化が進む我が国の健康医療政策の柱としてフレイ
ル・サルコペニア（注 1）対策が注目される。その予防
の要点は、筋力・筋肉量・栄養（たんぱく質摂取）であ
る（注2）。ニッスイがスケソウダラの速筋タンパクの筋肉・
筋力増加作用を明らかにしたことは、新たな高機能食品
の開発につながる先駆的研究として高く評価する。

EPA
1979年、ニッスイは世界に先駆け、千葉大とEPAの抗血栓
・抗動脈硬化作用に関する基礎研究を開始し、EPAの臨
床評価の基礎となる分析評価法を確立した。また高純度

EPA製剤の安定供給体制を確立し、国内外の臨床研究
を可能とした。その成果として昨年米国で、動脈硬化・血
栓症の基本治療薬としてEPAの位置づけが確定したとこ
ろである。冠動脈疾患の基本治療であるカテーテル・ステ
ント療法（注3）に代わる薬物治療の中心的役割を担う天
然由来の医薬品として、今後の展開が大いに期待される。

今後の課題
研究基盤の厚さと着眼点、開発力は高く評価できる一
方で、国の健康医療政策との整合性や連動が十分と
は言えない。時代の要請を的確に把握し、自社の高い
技術を駆使した商品開発や情報発信などのマーケティ
ング施策が求められる。また EPA 分野では、これま
での蓄積をフルに活用し、EPA の摂取不足という現代
の食生活の課題の可視化と、その解決に向けた高機能
食品群の開発と効果的な市場展開を大いに期待する。

（注 1）：p11 注釈参照。
（注 2）：�国は日本人の栄養摂取における適正なたんぱく質摂取を明示。基

本フレーズは「減らすのは塩分、増やすのはたんぱく質、一食塩
分2g たんぱく質20g 」。

（注 3）：�動脈硬化などで血栓ができて狭くなった血管の中に、ステントと呼
ばれる金属の管を挿入し、血管を押し広げて血流を確保する手術。

EPA の抽出・高度精製を行う
ファインケミカル総合工場鹿島工場

�EPA について
はこちら



食品として
自社の食品加工技術を用いて、EPA など魚由来の機能性
成分を含むフィッシュソーセージや健康食品を開発しお
客様にお届けしています。血液の状態の指標のひとつ、
EPA/AA 比（注 3）の活用拡大・普及啓発を目指すとと
もに、EPA の多面的な機能としてスポーツ分野での活用
も進めています。

今後その有用性により需要拡大が見込まれるEPA ですが、
水産資源には限りがあり、いかに無駄なく有効活用できるか
が課題です。EPA をはじめとする水産物の機能性について
研究を進めるとともに、それらの加工技術を向上させ、食品
への展開も広げていきます。

研究で使用したスケソ
ウダラの速筋タンパク
4.5ｇを食品で摂るとし
たら、どれくらいの量
を食べればいい？

ちくわ 1本（約33g） 切身（約 30g）

かに風味かまぼこ
（カニカマ）
（約50g）

フライ 1個（約 60g）

ミンチ（約 30g）

スケソウダラの速筋タンパクを
4.5ｇ摂取するには？

 （注）これらの摂取の目安量は、原料に
使用する魚肉が、すべてスケソウダ
ラである場合となります。

（注1）：魚介類の油に多く含まれるn-3 系高度不飽和脂肪酸の一種で、体内で必要量を
つくることはできない必須脂肪酸。

（注 2）：血液中の中性脂肪値やコレステロールが高まった状態。　 
（注 3）： n-6 系の AA（アラ
キドン酸）との比で高いほど
循環器系疾患が少ないなど
健康指標の一つとして研究
が進んでいる。

EPAの多面的機能の例

血中
中性脂肪

低下

動脈硬化
リスク低下

ドライアイ
リスク低下

スポーツ
パフォーマンス

向上

創業以来の水産物における有用成分の研究成果として、魚
介類に多く含まれる機能性成分を活用し、新たな価値とし
て提供しています。EPA（注１）に関しては、循環器系疾患
の予防、抗アレルギー作用、発がん抑制、抗炎症作用など
の研究が進んでおり、医薬品、健康食品、食品素材と幅広
く活用されています。

医薬品として

ニッスイは現在、EPA 製剤の原料供給を担っています。
1979 年　千葉大学医学部と共同で医薬品を目指した研究に着手　 
1990 年　閉塞性動脈硬化症治療薬の医薬品原体「EPA-E ニッスイ」
　　　　 製造承認取得　 
1994年  「EPA-E ニッスイ」高脂血症（注２）治療薬として適応症拡大
　　　　 承認取得

機能性成分・素材に関する研究
EPA（エイコサペンタエン酸）

挑戦3
▼

食塩摂取量の低減やたんぱく質の理想的な摂取のためには、食品メーカーの積極的な取り組み
が必要です。今後、ニッスイ独自の技術を用いて、他社には真似のできない高品質で幅広い商品
展開を行っていきます。スケソウダラの速筋タンパクの効果検証においては現在、「どの成分がど
のように効果を発揮するのか」について研究中です。同時にこれまでに蓄積した研究成果をメ
ディアなどへ発信し、利用シーンの拡大に努めます。
EPA 分野では、昨年の米国における大規模試験の好結果により、医療用医薬品原体の国際市場拡
大が見込めることから、高純度 EPA のさらなる展開を目指します。日本国内では自社研究のエビデ
ンスを基にスポーツ分野など幅広い市場への商品提案を続けてまいります。

さらなる飛躍のために ◎有識者提言を受けて

https://www.nissui.co.jp/corporate/rd/research/health/epa.html


意識改革に取り組み、従業員一人ひとりが
個性豊かに活躍できる職場へ

社会課題に取り組む
多様な人材が活躍できる
企業を目指す

>> 　

ニッスイグループの重要課題
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2030 年の目指す姿

マイルストーン　目標（2020 年度）

肥満率（男性）の改善

32%以下

喫煙率の低減

24%以下
肥満率（女性）の改善

20%以下

女性管理職比率

6.7%以上

EPA/AA比の向上

0.4以上

女性正社員の新卒採用比率

30%以上

多様な人材を生かし、その能力が最
大限発揮できる機会を提供すること
で、イノベーションを生み出し、価
値創造につなげている状態とする

● ダイバーシティ

心身の健康とともに、従業員一人ひ
とりが能力を充分に発揮できている
状態とする。さらには従業員と家族
のQOL向上のための企業サポート
ができている状態とする

● 健康経営

ニッスイグループでは、人材に多様性を
有することが、組織の活性化を促し、
イノベーションの創出や事業の発展
にもつながると考えています。ダイ
バーシティへの取り組みとして、
まず最初に掲げるのが、女性活
躍の推進です。日本社会や業界、
自社に古くから根づいている
慣習にとらわれることなく、
女性自身と周囲の従業員の
意識改革を進めます。

様々な制度の整備を進め、女性がいきいきと活躍できる風
土を醸成することが、さらなる多様性に富んだ職場づくり
の基盤になると考えています。
また、会社にとって従業員は最も大切な財産です。2017
年には「健康経営宣言」を発信し、EPAを活用した独自
の健康応援施策や、働き方の効率化のためのテレワーク制
度導入、長時間労働削減に向けた取り組みなどにより、従
業員の心身の健康をサポートしています。
ダイバーシティや健康経営を推進するうえでは、先入観を
排除し、多様な視点を取り入れながら、より良い職場環境
づくりに取り組んでいます。

黒田  哲弘
執行役員　人事部長

女性活躍推進活動を進めていく中で、産休育
休復職時に今後のキャリアについて相談を受
けることが増えており、今後さらに女性の活
躍を進めていくためには、男性の育児参画推
進が重要になると感じています。そのため、
2020 年度より当社では男性育児休職の取得率
100％を目指した取り組みを開始しました。また、

継続的な男性の育児参画には、育児休業だけ
でなく、長時間労働の是正など、日々の取り組
みも大切だと感じています。このような活動を
進める中で、最終的には、育児に限らず誰も
がいつでも、自分のポテンシャルを最大限に
生かし、やりがいをもって働ける環境づくりに
つなげていきたいと考えています。

村岡  祐三子
女性活躍推進担当　人事部　人事課

ニッスイグループでは、ダイバーシティを重要な経営課題
と認識し、2018年にはトップ自らメッセージを発しました。

「多様な人材が活躍できるグッド・カンパニー」になるため、
まずは女性活躍推進を最優先に取り組みを進めています。

女性が活躍できる

職場を目指して

ダイバーシティ・トップメッセージ
はこちら



目標：営業部門およ
び生産部門で働く女
性の人数を20%以
上アップする

目標：新卒採用者に
占める女性の割合を
30%以上とする

日本水産株式会社　行動計画
計画期間：2019 年 4 月1日～ 2022 年 3 月31日

基準年度：2018 年度
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マイルストーン　目標（2020 年度）

目標：女性の管理職
および係長を15%
以上アップする

ダイバーシティ＆インクルージョン

挑戦1
▼

当社の状況や問題点に関する意見交換を行い、男性上司の意識改
革が必要であると指摘を受けました。

2018 年 NPOと役員によるダイバーシティ意見交換会

女性部下を持つ男性上司を対象とし、自身の課題を振り返り、
女性部下育成のマネジメントのポイントを学びました。

2018 年 女性部下キャリア育成研修

育児休職者のキャリアスタートをスムーズに行うため、「産休育休
復職面談シート」を活用して上司との面談の機会を設けています。

2020 年 3 月 復職キャリア面談の導入

全国の女性営業担当者とその上
司が参加し、会社の目指す姿と
課題について提言を行いました。

2019 年 7 月、9 月 
女性営業担当者ワークショップ

女性営業担当者ワークショップ

若手女性従業員を対象とし、自身
のキャリア形成に関する研修、同
業種のロールモデル講演を実施し
ました。

�2019 年11月 
キャリアデザイン研修

キャリアデザイン研修

従業員全員を対象に調査を実施。性別による差、キャリア志向、上
司部下間の認識差などを洗い出し、課題を抽出しました。

2017 年 ジェンダーダイバーシティ意識調査

私たちの  挑戦
▼

https://nissui.disclosure.site/ja/themes/102
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[ 略歴 ]
1987年、通訳・翻訳などを提供する株式会社ユニカルインターナショナルを設立。1996年からは日本最大級の「国際女性ビジネス会議」をプロデュース。
2000 年にダイバーシティ・コンサルティング会社、株式会社イー・ウーマンを設立。「ダイバーシティインデックス」を発案し、2018 年11月より開始。
現在、上場企業の社外取締役のほか、政府審議委員、テレビのコメンテーターなども務める、ダイバーシティの第一人者。

ダイバーシティ施策の推進においては、CEO の
コミットが非常に重要です。ニッスイではダイバー
シティ・トップメッセージが明確に発信されており、
本気で取り組みを進めているのだな、と感じます。
ダイバーシティは、単に性別、国籍、年齢など、組織
の中に多様な人がいる、ということではありません。
目的は、それらの人たちの異なる視点があることに
よる、イノベーションの創出です。ダイバーシティは
企業価値向上のために欠かせない要素であり、その

土台となるのが所属する従業員の心身の健康です。
本業である水産物を活用した健康経営は素晴らしい
ですね。EPA/AA 比は目標数値に届いていないよう
ですが、ぜひ会社一丸で達成し、その効果を世間に
示していただきたいです。
ダイバーシティとは、組織に視点を増やしてより良い
成果を生み出すことですので、経営戦略の要です。
ニッスイのような、お客様に商品をお届けする企業
がダイバーシティを推進することで、商品開発や
業務革新、ニュースリリースや広告などで成果が出る
ことはもちろん、ガバナンスが高まり投資家による
ESG 投資の対象となるなど、企業価値が高まるで
しょう。今後は、ダイバーシティ推進の専任部署を
設けて明確な目的と KPI を設定するなど、具体的
成果につながるよう取り組みを深化させていくことが
次のステップではないでしょうか。

株式会社イー・ウーマン　代表取締役社長
株式会社ユニカルインターナショナル　代表取締役社長
国際女性ビジネス会議実行委員会　委員長

佐々木  かをり氏
ダイバーシティや健康経営は、
経営戦略の要です

ニッスイグループの重要課題であるダイバーシティ（女性活躍）、
健康経営について、外部有識者と意見交換を行い、
取り組みに対する評価、今後の課題などのご意見をいただきました。

2020 年 6 月 30 日、WEB 会議で意見交換を実施



EPA と健康の
関係についてはこちら

健康診断のEPA/AA 比
の結果は、健康番付とし
て部署ごとに集計

どんな仕事であっても、働く主体は従業員で
あり、従業員が健康であることは事業の基盤
です。家庭環境はもとより、業務経験や専門
性の違いなど、多様な考えや発想を持った方々
が共存し、健康にいきいきと働く職場は、企
業の強みになると思います。このような想い
で健康経営を推進しています。
私たちがお客様に提供する「食」は、健康や

喜び、満足感などをお届けする一方で、食べ
過ぎや栄養バランスの乱れは不健康にもつな
がりかねません。好きなだけ食べたい、個人
の健康に会社が関与して欲しくないという抵
抗感を抱く方々もいますが、食を届ける使命
を担う従業員としても、日ごろから健康意識
を高く持ってもらえるように、これからも健康
支援に取り組んでいきます。中林  祐輔

健康経営担当　人事部　労務健康企画課

有給休暇の取得日数

0 0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

5

10

15

2017年度 201９年度

11.3

2018年度

11.8
13.1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ■平均有休休暇取得日数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平均有休休暇取得率
       （日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （%）

58.9 64.0
68.9

八王子総合工場の食堂で提供されて
いるEPA摂取推進メニュー

上位に番付された部署にはオリジナル
の健康番付バッジを授与

(注 )：EPAとAA（アラキドン酸）の
体内バランスを示す比率。0.4 以下で
心血管系疾患との関係が指摘されて
いるほか、EPA/AA 比が低い人は、内臓
脂肪がつきやすく肥満が多いと報告され
ている。EPAについては、p13もご覧く
ださい。

「健康経営銘柄2020」表彰盾

従業員のこころと身体の健康が、質の高い生活と働きを
支える根本であるという考えのもと、2017年2月には「健康
経営宣言」を定め、様々な健康施策を行っています。
ニッスイならではの健康への取り組みの一つに、ファイン
ケミカル事業の中核をなす魚の健康成分、EPA（エイコサ
ペンタエン酸）の活用が挙げられます。2016年度の定期
健康診断より全従業員の検査項目にEPA/AA比（注）を
取り入れ、魚食の推奨と自社サプリメントの有効利用を促
してきました。2019年度は全社平均0.4を目標値とし、
結果は全社平均で0.35となりました。
こうした事業と連動した取り組みが評価され、ニッスイは、
2019年に水産・農林業で初めて「健康経営銘柄2019」
に選定されて以来、2年連続で「健康経営銘柄」に選定
されています。

EPAを活用した健康施策

挑戦2
▼

働きやすくやりがいのある職場を目指し、職場環境の整備
や働き方改革を進めています。
時間や場所に制限されないワークスタイルを実現するため、
2019年度よりテレワーク勤務制度を導入し、一斉テレ
ワークの実施などを通して制度の浸透を図りました。
2020年春の新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事態
宣言下では、一部の業務を除き原則在宅勤務としましたが、
比較的スムーズにテレワーク勤務に移行できました。
計画的な休暇取得や労働時間
の適正化などに引き続き取り
組むとともに、一人ひとりの生
産性の向上や働きがいの実感
が得られるような新しい働き
方へのシフトに取り組みます。

働きやすい職場づくり

挑戦3
▼

一斉テレワーク実施中の本社の様子

有識者からの提言

多様な人材が活躍できる職場環境づくり・周囲の意識改革は、ニッスイグループが将来にわたっ
て成長し続けるためにも急務であると考えています。ダイバーシティの重要性に対する認識をさら
に強め、女性活躍推進だけでなく、属性にかかわらず多様な人材が活躍できる企業を目指します。
健康経営では、EPA/AA 比の活用に引き続き取り組み、数値の向上に注力します。そして、その
効果をより分かりやすく世間に広め、従業員やそのご家族、お客様など、多くの人々の健康に
貢献できるよう努めます。これからも一人ひとりが心身ともに健康な状態で活躍できる環境
および制度を整えてまいります。

さらなる飛躍のために ◎有識者提言を受けて

http://sara2.jp/
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湧水は森で生まれ、川を通じて栄養を蓄え、海に流れ込む。
この「森・川・海」のつながりに着目し、2018年より、鳥取
県・琴浦町と協働で、同町船上山麓の森林を整備しています。
2019年9月には、ニッスイグループと県関係者の合計104名
で植樹と下草刈りを行いました。本活動は、2020 年4月7日
より「国連生物多様性の10年日本委員会」（注）の連携事業
に認定されています。
（注）：�生物多様性条約第10回締約国会議で採択された、生物多様性保全のための

新たな世界目標「愛知目標」の達成を目指して設立された委員会。

海や海の生き物の大切さを伝えるために

Tottori

「おさかなをはぐくむ湧水と
海を守る森」
での森林保全

グローバル水産研修
2002年より、将来ニュージーランド水産業の発展に貢献する、
同国先住民であるマオリの若手を日本に迎えて研修を実施して
います。年に1～2名を受け入れ、1年かけてニッスイグルー
プの全国の事業所で漁業、養殖、加工・販売、流通まで、各分
野の実習を行います。研修修了生は、学びを生かしてニュージー
ランドの水産業やその他関連
事業で活躍しています。

New Zealand

「海とさかな」自由研究・作品コンクールへの協賛
「海とさかな」自由研究・作品コンクールは、子供たちに海や魚に興味を持っていただく
ため、小学生を対象に、「海とさかなとわたしたち」をテーマとした研究・創作作品を募集
しています。ニッスイは1982年の第1回コンクールから協賛を続けており、応募促進の
一環として「出張授業」と「体験学習」を全国で行い、テーマ探しのお手伝いをしています。
第38回の2019年は、26,608点もの応募作品が寄せられました。

USA

フエコチドリは IUCN レッドリスト（注）で準絶滅危惧種に分
類されるなど、絶滅が心配されています。ゴートンズ社は、マ
サチューセッツ州グロスターの自治体や他団体と協力し、グッ
ド・ハーバー・ビーチでフエコチドリ保護ボランティアを行っ
ています。2019年は、6～7月の定期的なビーチの見回りに
より孵化直後のヒナを人や犬から保護した結果、4羽中3羽の
ヒナが生き延びることができました。
（注）： IUCN（国際自然保護連合）が
作成した絶滅危機にある生物のリスト。

準絶滅危惧種
「フエコチドリ」の保護（ゴートンズ社）

ニッスイ本社でのフードドライブ
フードドライブは、家庭で余っている食べ物を
学校や職場に持ち寄り、地域の福祉団体やフー
ドバンクに寄付する活動です。ニッスイ本社では2020年2月～
3月に5日間フードドライブを実施し、不要になった贈答品や
買い過ぎた商品など、段ボール53箱分の食品をセカンドハ―
ベスト・ジャパン（認定ＮＰＯ法人）へ寄贈しました。

Tokyo

チリの先住民族への支援
（サルモネス・アンタルティカ社）
チリのビオビオ州アンデス山脈近くのトラパトラパ地域には、
多くの先住民族が暮らしています。その中のラルコ集落では、
冬場は雪に閉ざされて数カ月も孤立するような地域で、70を超
す世帯が生活をしています。サルモネス・アンタルティカ社で
は、先住民族コミュニティの日々の暮らしを支え守っていくた
め、これらの世帯に対して食料品などの寄付を行っています。

Chile



食育（魚食普及）への�
その他の取り組みはこちら

海洋プラスチック問題を
意識した荒川環境学習

NPO法人荒川クリーンエイド・フォーラムの協力のもと、海洋
プラスチック問題と荒川の環境を学び、河川敷でごみ拾いを行
うプログラムを定期的に実施しています。2019年度は、全4
回の実施となりました。

Tokyo Arakawa

環境・社会への貢献活動
ニッスイグループは、世界各地で環境保全活動や
社会貢献活動に取り組んでいます。
2019 年度はグループ全体で　 383件の
活動を行いました。

USA

Tottori

Tokyo
Arakawa

Tokyo

New Zealand

Chile

従業員の声
・フードロスや貧困問題を意識できる良い機会だった。
・今後個人的に寄贈してみたい。

従業員の声
・森と川と海のつながりを体感できた。
・他部署、グループ、地域の人と交流を深めることができた。

従業員の声
・ごみのあまりの多さに衝撃を受けた。
・�実態に向き合って、どうしたらごみ問題を解決できるか考える
きっかけになった。

フードロスに関する
その他の取り組みはこちら




近年問題視されている海洋プラスチックを、ニッスイグルー
プの重要課題「豊かな海を守り、持続可能な水産資源の
利用と調達を推進する」に深く関わる社会課題と受け止め、
2019年度より社内に「海洋環境・プラスチック部会」を設
置し、取り組みを開始しています。主な内容は、① 海洋環
境へのプラスチック流出の抑制、② 生産事業所などからの
プラスチック排出量の削減、③ 商品の消費段階で排出され
るプラスチック容器・包装量の削減とリサイクルの推進、④ 
環境にやさしいプラスチック（生分解プラ、バイマスプラ等）
への変更などです。また、従業員自らが本課題に取り組む
べく、ニッスイグループの全国各事業所におけるクリーン
アップ作戦や、荒川での環境学習などを毎年行っています。
2020年には、「プラスチック問題に対する基本方針」を制
定し、この方針のもと、さらに取り組みを進めていきます。

「海洋環境・プラスチック部会」
を設置し、プラスチック問題
への取り組みを推進

伊勢  宗弘
執行役員　CSR部担当

プラスチックに関する取り組みの詳細はこちら

研修は、専門性の習得と個人の成長の両面で
非常に充実したものでした。水産業について幅
広く学ぶとともに、日本の文化や言語に深く触
れることができました。私はこの経験を生かし、
故郷であるニュージーランドの水産省で、シニア・

マオリ・フィッシャリー・アドバイザーとして
働いています。得た知識や経験を持ち帰って、
ニュージーランド漁業だけでなく、マオリ社会
にも貢献できています。研修で多くのことを学
べたことを、とても感謝しています。

グローバル水産研修 修了生の声 

14期生　Samantha Collings

実施月 参加人数内 容
4 月（2 回） 2019年度新入社員への研修 合計39名

24名
20名

5 月 CSR推進委員（注）への研修
9 月 従業員とそのご家族向けイベント

（注）：本社部署に1人ずつCSR活動推進のための委員を選任。

https://nissui.disclosure.site/ja/themes/140
https://nissui.disclosure.site/ja/themes/142
https://nissui.disclosure.site/ja/themes/125
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コーポレート・ガバナンスの体制

コーポレート・ガバナンス強化の取り組み

新たに社外取締役２名を選任し、取締役の3分の1を社外取締役に

ニッスイが期待する社外取締役の役割は、経営陣から独立
した立場で、取締役の業務執行の監督、意思決定の適正性
を確保するための助言等を行うことです。２０２０年、社外
取締役として、永井幹人氏と安田結子氏が新たに加わり、

3名体制となりました。安田氏は当社における初の女性取
締役となり、社内のダイバーシティに関しても、より一層の
推進を目指します。

選任の理由などの詳細は
　  「コーポレート・ガバナンスに関する報告書」（PDF）

をご覧ください

 新社外取締役からのメッセージ

[ 略歴 ]
1955年生まれ。1978年（株）
日本興業銀行（現、みずほ
コーポレート銀行）入行後、
同行で本店営業部長、常務
執行役員、取締役副頭取を
経て、2013 年より新日鉄
興和不動産（株）（現、日鉄
興和不動産）で副社長、社
長、相談役（現職）を歴任。
2019年からは（株）岡三証
券グループ取締役監査等委
員、現在に至る。

永井  幹人
な が い  み き と

[ 略歴 ]
1961年生まれ。1985年日本
アイ・ビー・エム入社。1993
年にラッセル・レイノルズ・
アソシエイツ・ジャパン・イ
ンク入社。マネージングディ
レクターや日本支社代表、本
社のエグゼクティブ・コミッ
ティメンバーを歴任。
現在は（株）企業統治推進
機構シニアパートナー。
SCSK（株）、昭和シェル石
油（株）、（株）村田製作所
（現職）、出光興産（株）
（現職）等の社外取締役を
務める。

安田  結子
や す だ　　 ゆ う こ

株主総会

選解任

連携

選解任

連携

選解任

答申

会計監査人 監査役（会）

監査部

執行役員（会）

社長執行役員

取締役（会）

CSR委員会
リスクマネジメント委員会

品質保証委員会

当社各部署

グループ会社

指名・報酬委員会

内部監査

指示

選解任／
監督／

意思決定の権限委譲

連携 監査

業務執行・
意思決定

監督・
意思決定

経営の「監督と執行」の
分離を推進

コーポレート・ガバナンスの基本的な考え方

ニッスイおよびニッスイグループの収益力・資本効率等の
改善を図るとともに、社会的責任への取り組みを進め、持
続的成長と中長期的な企業価値の向上を促していくため、
取締役会においては、企業戦略等の大きな方向性を示し、

重要な意思決定機能を残しつつも、監督機能をより重視し
ていきます。意思決定機能については、社長執行役員を
中心とする執行役員（会）へ権限委譲を進め、意思決定
を迅速化し、監督と執行の分離をより進めていきます。

取締役（会）

執行役員（会）

監 督

執 行

意思決定の迅速化経 営

企業戦略の方向性決定
（経営理念・ビジョン、
中長期経営計画など）

取締役（会）の方向性
に沿った業務執行。取締
役（会）より委譲された
意思決定権限を備える

分
離

コーポレート・ガバナンスの詳細はこちら 


社外取締役として、社外から見た客観的
な視点とニッスイグループの「将来のある
べき姿」「果たしていくべき社会的責任」と
いった中長期的な視点を重視しながら経営
に対し助言してまいりたいと考えています。
銀行時代、多くの企業と経営戦略や事
業戦略を共有しながら真剣に向き合って
きた経験やデベロッパーの経営を通じ、
社会との共存と新たな価値創造の大切
さを痛感した経験を生かしていければと
思っています。　
少子高齢化が進む我が国においては食
の変化や健康志向がますます強まり、そ
の一方ではグローバル化の進展により水

産資源の希少性が高まるなど、ニッスイ
グループの果たすべき役割はどんどん
大きくなってきています。
こうした大きな環境変化にスピーディー
に対応していくためには、積極的なリス
クテイクと的確なリスクマネジメント力
が車の両輪であり、その両面を適切に
支援してまいりたいと思います。また、
どんなチャレンジでも最後の成功の鍵は
現場の実行力にあります。経営と現場の
自由闊達な議論や社員一人ひとりが健
康で働きがいを持てる職場づくり、人材
育成といった観点でもしっかり後押しを
していければと考えます。

積極的なリスクテイクと的確なリスクマネジメントを支援

社外取締役の機会をいただき、大変光
栄に感じております。当社のグローバル
なビジネス展開や、日本国内における多
くの企業との広範囲の連携・協業体制に
感銘を受けました。また、当社の事業が
水産業というライフスタイルを支える事
業であると同時に持続可能な水産資源
の維持という大変大きなミッションを持
ち、現代社会における多くの社会課題に
直面していることも認識しました。　
私自身は、経営幹部の育成、取締役会
実効性向上などを通じて多くの企業のお
手伝いをしてまいりました。先行き不透
明な時代にあり、どのような企業におい
ても、次世代のリーダーシップ育成は重

要になってきています。当社の事業内容、
ミッションや志、歴史を学び、理解しな
がら貢献できるよう、努力したいと思っ
ております。また、社外取締役の役割
は執行に対する監督機能を発揮しつつ、
当社の健全な持続的成長の後押しを行
うことと理解しています。当社の取締役
会は実務課題に即した非常に活発な議
論が行われていますが、まずは当社の
長期戦略や課題を勉強しつつ参加して
いきたいと考えています。
最後に当社のさらなるダイバーシティの
推進に関しても関心を持っており、女性
リーダーの方たちとの対話も楽しみにし
ています。

次世代のリーダーシップ育成・ダイバーシティ推進

会計監査

https://www.nissui.co.jp/ir/management_policy/governance.html
https://www.nissui.co.jp/ir/management_policy/pdf/governance.pdf



